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私は最近数ヶ年間，諸種の物質・1て続々の方訟を加へて，コロイド欣微粒子になるととを守犀

義麿氏と共に研究して居る。そしてそのコロイド粒子を葡萄糖の給品商に分散して，粉末欣な

しめるととが出来た。その「ll刊は 3 イ11]にで・あるかについては， とLでは巾し述べないとと Lす

るが，今日迄，殆んεあらゆる物質を我等の所長！？：めぷfl｝＼コロイドl亡化するととが出来，それを

月jひて，極々の生物接的研究をなして居る。とれは全く従来行はれて居らなかった研究の一方

向ではないかと考える。と Lでは，主として，金属の粉末欣コロイドが，寄生議，原品に到し

て，如何に殺品効果を護持するかについて述べてみたいと思ふ。との方面の研究は，まだ全く

序の口であって，今後，各々歩を進めなくてはならないととは巾す迄もないが， と ~I亡本誌の

創刊に営て，現在迄に件た所見の極めて概括的報告をなして，取JJか11Vc訟を表したいと忠ふので

ある。

II 粉末般金属コ口イドの性般の一般

とれを作るには，相岱高度の反2さに於て，金属を蒸殻し とLt生じた微粒子を，粉末J伏の

葡萄踏の結品粒子面上に受けて，もって，粉末欣になしたものである。例々の粒子は，大様コ

ロイド粒子の大さのそれに一致する。 ~pち o. 2μ NJj後のものである。時にはとれよりt1i々 大き

いものもあの，またそれ以下のものもあるが，大関超顕微鏡的の大さでコロイド粒子のそれに

一致して居るから，その性欣から，とれを粉末欣コロイドと呼んで、居るのである。領者の多く

は，との麓のものを御覧になったととがなからうかと想像するしために，質物を千にせられ

る迄は，ピント来ないであらうと思ふ。手とり平く了解を得るには純イ財布駅の結訂！粒子印ち粉

末に 1～20高の割合に諸Hrの金属の微粉が附治し3 ために，夫々の色を呈して居る粉末と忠っ

て下されば，大槌粉末欣コロイドの概念を得られると思ふ。とれを71\.~亡溶解すると，極めて容
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易l乙コロイド溶液が出来ろ。 qt性である，無菌的操作をすれば3 むちに治療上部注i亡v~すると

とが出来る。

使用量は各種の金属によって相違があるととは中す迄もない，例へば，アンチモンコロイド

の 1%のものは，人般には，粉末全憾として 1,2, 3, 1~位を 10～20 ec.の水に溶解して使

月j して居る。普通何~~の副作用を認めない，何等副作Jljのない場合は，病j伏の如何を考慮して，

4～5瓦位迄用いたととも珍らしくない。使月j間隔は，通常隔日がよい，とれも化与さ療法の常則

として，合会りに小笠を官会。 l亡永い間隔で川］ふるのは効果的でないととは巾す迄もない。中毒現

象を起さない範凶に於て，つとめて大量を短かい間隔で月jふるととが理想であるととを中し添

へたい。さてアンチモン金属の量としては，－＠量が 001～0.02～0.03瓦となり，時には，

0.04～0.05 瓦伎j日可能で・あり， 場合によってはとれ以上を用いても何等の危険はないと思は

・るるととが往々にあるといふのである。静注する場合に別に特種の注意事項はないが，ただ極

めて徐々に薬液を主主入するととがよいととは他の化事楽：開jを静注する場合と同様である。

銀，五It素，蒼鉛~Fの粉末欣コロイドも夫々の諸膝症に使用し，注目すべき効果を恕けて居る。

例へは、，銀コロイドは，リケチア病，枇索，蒼鉛等は，スピロヘータ病等に効果的であり，然

かも極めて卓越せる所見を呈して居るが，ぞの何れもがまだ一般的の使用に提供し得る迄に製

芯等が到悲して賠らないととを遺憾とするd然しとの要求を満たすのも飴り遠いととではある

まいと懸命に努力して居るo マウスに謝する故大i耐過量を記してみると鰭重劉キロSh コロイ

ド0.015, Ag 0. 050, As 0. 07 ( ? ), Bi 0. 1 1乙（？〉位である。とれによってみるも如何に各種

の金属によってその量に相建のあるかが伺はれやう。私等は上記の笠を標準として，新製品は，

毎日i精確に検閲して居るのである。治療力を検するには， トリバノソオマ，ェパピンシイ，ガ

シピヱンス，スピロヘ｛グ，ダツトエ｛を1日いて p 夫々の該蛍量を，病毒感染直後より，連続

3日間注入して，議病阻止力ありや否やをみたか叉裂病したマウスに該営霊を注入して，減

芽現象が現はれるや否ゃによって決定して居る。例へば，アンチモシコロイドはトリパノソ｛

マをmい後約F阻止はプロキロ 0.0015～0002瓦の間にある，滅芽力は，ド・ーガンピヱンスをマ

ウスにかけ一回注射で憾重釘・キロ 0.008瓦，エパンシイ・エライベルズムでは， 0.0093瓦を

要やる。犬に就て，フイラリア，日本位血吸品並にカラ，アザール等の治療霊は，アンチモン

コロイドとして，関車プロキロ 0.001～0.006瓦の間にある。との笠に依って，震験的並に自

然的感染のものに於て，何れも完全lて治癒した。牛，馬等に於ける｝腰臓棒，その他の治療等は，

大哲也槌量プロキロ 0.002瓦位だといふととである（馬腰麻癖 0.0006～0.003瓦，トリバノソオ

マ 0.016瓦2 牛住血吸議 0.0038～0.0053瓦〉。

築剤に到する最大｜耐量は，動物の種類によって相違するが，治療設は病毒によって大慢に於

て一致して借る桜に忠ふ。

Ill 粉末獄アンチ毛ンコロイドの臨林上の藤用

私は都合によってと Lでは，薬剤としては，濁り粉末J伏アンチモシつロイド，所前 Al¥'10を

寄生議，原掻界l亡使川して得て居る所見の結論的記載をなすに止めた。そして他の金属の粉末

朕コロイドの臨床j二の臨月j所見については，手Cの機舎に報告するとと Aしたのは，全く報文が
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長きに失するととをほれたからであるoAMOについての研究は先きには俗研に於て，現在で

は生研に於て，殺虫l1諸犬が，人献について精細に遂行して下さったので、あって，然かも今日

iこ於てはp 市販授ともなって氏。，人略J~ よりは， 1~；ろ以降J1jtIこ於て，必長託！とくべからざる殺

訟費1同あるといはれる3~って店るととは，私等の柳か光栄と思って居る次第で・ある。人持界に

於ても，ある松の扶忠l亡は従来のアンチモン化介物に相伍して 3 少くとも劣るものでないとの

舟祇をつけられるに和泣ないと確信して居る。それは私等の許l亡於けるfり，.見は，殆んど常に化

介物以上の効果を認めてMるからであるo

AMOが殺品作用を禁事］lし得る疾病の種類には下の如きものがある。原品界に於てはトリバ

ノゾオマの各種で、あって，ただクノレジイ極l亡は無効で、あった。仰jへば腿fl民約ρ「ト」であるガ、

ンピエンスズルラのヱパンシイ，熔疫のェクイペルヅム等々に到しては縦めて卓起せる殺品

作用を現はすととは，マウスの賞験に於て清水が精細に遂及しサノレグアノLサンを透かに凌駕

して居る。一定量を使川すると 10時間前後にして，流血内のトは，完全に減芽し柊るもので

あり，か hる現象は，今日千にし得るアンチモン化合物によってはみるととが出来ない司王貨で

ある。金属の早舵が，コロイド献に化するととによって苦心して作。得た合成化墜割に遥かに

優って居る偉力を現はすととは，コロイド粒子化するととによって，或種。生物墜的力が金属

に興えられた結果であることはrflす迄もない。私は，化墜療法上に於ては，乙の種のものは全

く一つの反逆児であるといふてもよいのではないかとさえ考えさせられて居る。との卓越せる

殺品力を臼然感染の病J.fJ （ど臨Jlj して p ヂl~製品ゲノL マエンに劣らぬ効果があると折紙を附して下

さワたのはp 官陸軍撤段墜校の諸公であO，かなり南方地域に於て病馬に店主用せられたといふ

ととである。

カラ，アザ｛ルのライシユマニア小般にftする効果は，清水の栗j託、犬等に於ける主主験によ

ってとれを決定し3 中南支の各地に於て病者に応用せられて，ネスポサン等に劣らぬ効果を認

められて居る。第四性病の宮｝！｜小躍に向つての殺減作用については，倖研醤院に於て，確寅に

つきとめるととがm来た。

後疹チフス，後疹熱，慈品約等等のリケチアに釣する研究は，後藤， 'G＼＇樫，宮｝！｜（逸），川上

小林その他の諸君が人欣について，精細に地及して，たしかに殺減作用を認めて居るが， リケ

チアにf[J"しては，銀コロイドの方が種々の貼に於て佼越して居るといふ桜な所見を得て居る。

乙れ等については阪に各研究者から数三たに亘って報告もして居るが，他日又本誌上にもその記

載をするととを許されたいと思ふ。

寄生掻に謝しては，特に賜・管寄生性のものに釣して，驚くべき計・0の殺品作用を認めて居る G

以下とれについて要貼を述べてみやう。日本位血吸誌については，後藤，清水が賓験的臨HJ；的

にl窓mし，スチプナ－Jレに優って！.:1る乙とを認めたし，安同氏は病中の多敢に臨月jして卓効あ

るといふて居られる。近時との方面からの要求が次第に高ってラ~て居るととは等ろ首然のとと

であらうと思ふ。肝ヂストマについても亦，伴研l亡於て質験的にも亦臨林的にも，従来のアン

チモン持uに透かに｛憂って人I~る殺品作JI) あるととを認めるととがIf）ういた。とれまた，人皆界に於

て，地方約治療内！としてlよ亘1llの-t,J>;l'fではないかと足、って起る私に，日「虫f，計，1j吸ま誌にまJする殺

品作mについてはp まだ検察してみる機併がないが，是非寅験を行ふてみたいと思って賠る。
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フイラリアに到しでも卓抜なる殺品作用があり，従来の何剤よりも勝れて居るととを確信す

るものであるO 清水，その他の人は，犬のイムミイチスに顕著なる殺滋作用を母最，幼掻に認

めるととが出来た。とれまた本邦の高犬界l亡は重大なる寄輿と言ふてよからう。人のフイラリ

アについては，森下等が，農大の北村教授等の協力を得て，五島列島に於て，優秀なる殺幼掻現

象を認め3 私は偉fj)f生研fK於て数例の本：庄，字u農民症に確効を納めるととが出来た。とれが炭

くU!lU日せらるるとと hなった暁－には，本邦の市方諸地域に3 かなり氏く淫浸して居る本病有・に

おして，たしかに大なる踊音たるに相逮あるまい。最近にも，福井燃の住民が竿L燦尿症に悩ん

で，私の治療を求めに来京したので， AMC療法を施し，約一ヶ月の滞在によって多年の病疾

が拭ふが如くに消え去ったので，非常に感謝せられたととなEを思い出さやには居られない。

若し南方熱帯地｝亡院く r~mせらるるとととなったならば，蓋し，東洋癌腫に濁するサルグアル

サンのそれに比すべき段界の寄興となるのではないかと夢想する弐第である。ブイラリアの種

類は， 書類には非常に津山にあり， 夫々特種の疾病を起して帰る。馬のパピローザ症の如き

も3 本剤によって，’極めてよい効果が現はれるといふととである。と主では大障との程度に止

め他の唄に移らう。

家畜の｝毘廊搾に主Jして本剤は， jrf)tくととの出来ない卓効を納めて居るととを，本邦の獄盤界

の各方面l亡於て認められて居る。本病がセクリアによって起るととは，何人にも異議はあるま

いο とれが殺誌には種々のものが試みられたが，終i亡AMCの右に出づるものがないといふと

とLなり p 私がJ怯箆薬として紋くととが出来ないものとなったといふたのは，全くそのためで

ある。又一面勝廊停の被害は極めて大であるが今日迄起死回生の妙薬がなかったのであったが，

幸にも終に~f~築を後見し得たと讃併を興えられて居るのである。菊地，千葉，長畑その他多く

の獄段界諸氏の報告は，全く一致した所見で、ある。近時，盆々多くの要求と新所見が，諸方か

ら報告して下さ宇て居るととは，吾立を強ふする次第である。セクリアに謝する殺品力と，フ

イラリアのそtれとを思い合せると，そのJTI:~亡殺誌作用のを委起あるととは疑を容れる徐地がない

｛立にさえ思はれてならない。 AMCは，術家事の諸積の寄生品性疾忠に効果的だといふととで

ある。特にある極の皮間病の如きには効果的だといふととであるが，私には全く経験がない。

長後に一言して泣きたいのは3 顎口出品に到する殺品作川である。私は，僅かに一例の経験だ

から，大それたととはいはれないが，本剛によってたしかに殺~治癒せしめ得たと信やる所見

を符た。何れの例に於てもそうであるや否やを知りたいと念願して居るo Qr時本症が．’出·~乳の

繁男（£と共I乙3 本邦の各地l乙猛然として現はれんとして居る。就に長崎！際，稿岡！孫のある地方で

はそれが起ったといふととである。阪くは AMOが果して殺議力を現はすや否やは同好者によ

って極めで民きたい。本築は東京，日本橋，木田I，塚本ピル，東芝コロイド音Ifで販資して居る

ととを0いでに中し添へて泣くとと Lした。
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